
4815 パリ滞在記：拠点・サンラザール徒歩５分 106 

 

既報・⼼模様 4058 4059 ⼤阪〜パリ・機中泊の楽しみ 

⼼模様 4060  年末年始のパリ訪問は要注意 

⼼模様 4061〜4071 パリの画像記録 55 点：場⾯には物語がある 

 

サンラザール駅は、ホテルやデパートなどの商業地域。 

オペラ座を⻄側に、デパート街を、10 分歩いた⽴地。プランタン、デパートからは７分。 

パリには、主要な駅が６箇所、その⼀つで、迷⼦になるくらい広い駅。 

ヴェルサイユ、ジベルニー、ノルマンディ⾏き、通勤時間や、半端ない雑踏の時間帯がある。 

 

最初、ホームレスの⼈が、何⼈も寝ていて、この光景を⾒ると、びっくりする。 

駅の周囲が、デパートやホテルなどの市街地なので、治安は駅中も良し。１ヶ⽉の⻑丁場、 

いろいろ歩いてみた結果、北駅やリヨン駅と違って、臭いもなし。夜も、⽐較的安全。 

メトロの⼆つの駅と直結。３号線は、夜中も安⼼。 

総合的な判断で、ホテルと１ヶ⽉契約。そして、冒険と取材が始まった。 

 

 

 

   
 

 

駅には、いろいろな物語がある。ほぼ毎⽇、通過。 

この旅の始発地であり、終着地でもある。「睡蓮」を描いた、クロード・モネ、 

このサンラザール駅をモチーフにした作品が、オルセー美術館にある。 

 



 

 
 

 

フランス語は、H は読まない。上記は、オスマン サンラザール。 

サンラザール駅、凱旋⾨のように、放射線状に道があるわけではないが、東⻄南北、 

まず、歩きにて、時差解消もある。お店や公園、地下鉄路線探訪。 

ホテルでの⾷後、または、朝⾷前の散策時、ゆっくりと前⽇の記録や反省のための喫茶店が、 

近場にも、いろいろある。居⼼地はどうか、馴染みの店になればありがたい。 

フランス語で、朝の挨拶。そして、フランスでの⽇常いろいろ。 

 

 

 

    

 


